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 ● お知らせ ● 

 

奨学基金への寄付を募ります 
 
BCJA 奨学基金は、BCJA 会員の有志の方々からの

寄付金を基盤として、英国留学生の支援活動を着実に

進めてきております。今年度も奨学生の募集を行いま

すので、奨学基金へのご寄付をお願い申し上げます。 
（詳しくは、本ニューズレター7 ページをご覧ください。） 
募金計画 

◆ 寄付金額：一口 5,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。 
 
 

年会費の納入をお願いします 
 
BCJA 運営のため、年会費の納入をお願いいたしま

す。 

納入方法 

◆ 年会費金額：2,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。 
 

※ 振込用紙の「通信欄」に 
1. 会則変更の賛否（〇×） 
2. 近況、ご意見 
3. メールアドレス 

   をご記入下されば幸いです。 
 

BCJA 役員および執行部を募集いたします！ 
 
BCJA の運営ためにご協力いただける方を随時募

集しております。是非お気軽にご連絡ください。 
連絡先 

BCJA 事務局     
e-mail： m-aoyagi@kumamoto-u.ac.jp 
 

 

2025 年 BCJA 活動状況について 
       BCJA 会長 斉木臣二 

 

会員の皆様方には BCJA の奨

学金事業に関しまして、ご支援を

頂き誠にありがとうございます。 
数多くの国で新たな紛争や軍

事衝突が生じる中、学術研究活動

への制限が大きくなっています。

留学を希望される社会人・学生に

とっても、落ち着いて生活・学習する環境が失われつつ

あるように感じております。万人にとって厳しい環境です

が、将来を見据えて英国留学を実現しようとされている若

い方々への応援を続けることができればと考えております。 
私事で恐縮ですが、勤務する筑波大学を含め、国立

大学法人財政は悪化の一途を辿っており、学生の教育

環境も劣悪です。医療供給体制も物価/人件費高騰で急

速に縮小を余儀なくされており、人口減少による本当の

試練がこれからこの国にやってくることを肌で感じており

ます。BC 奨学生・BCJA 奨学生でアカデミアに在籍され

ている方々にとっても、厳しい環境が続くかと存じますが、

お体をご自愛いただき、学術活動を継続されることを願っ

ております。 
covid-19 蔓延前より実施できなかった BCJA 総会を

2026 年 10-11 月に企画中です。先生方のご厚意によりこ

れまで何とか本奨学金を続けて参りましたが、いよいよ安

定的な継続が困難な状況になっております。2026 年度は

例年通りの BCJA 奨学生の公募を行うことができましたが、

2027 年度については白紙の状態です。総会では財務状

況をご理解頂いた上で、今後の運営方針について討議

できればと考えております。追って、総会のご案内をさせ

ていただきますので、可能な限りのご出席をお願い申し

上げます。 
（BCJA 年間活動についてのお問い合わせは、 
ssaiki@md.tsukuba.ac.jp までお願いいたします。） 
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2025 度 BCJA 英国留学奨学金審査報告 
BCJA 英国留学奨学金審査委員会 斉木 臣二 

（筑波大学医学医療系脳神経内科教授） 
 
 少額な奨学金ながら、本年度も 89 名の方々にご応募い

ただきました。British Council（以下 BC）奨学生 OB、 およ

び British Council Japan Association（以下 BCJA）奨学生

OB による厳正な審査の結果、非常に優秀な 5 名の方を

選出させていただきましたので、ここにご報告いたします。 
 
本奨学金は、1983 年に British Council 
Fellowship/Scholorship を受けて英国に留学した経験を持

つ 奨学生有志により設立された BCJA により運営されて

います。2001 年以降は BCJA 奨学基金を設立し、現在に

至るまで奨学金を差し上げておりますが、上述の様に継続

には克服すべき課題が山積しております。BCJA 奨学生の

方々には、帰国後に運営などに関して是非とも 積極的な

サポートをしていただければ幸いです。 
末筆ながら、ご応募いただいた方々の実り多き英国留学

になりますことを心より祈念いたします。 
 

BCJA 英国留学奨学金の寄付の方法 

 

◆ 寄付金額： 一口 5,000 円 

◆ 口座番号： 00180-0-426794 (ゆうちょ銀行) 

◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

 

 

2025 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者リスト 

 

 

 

 

 

2025 年度 BCJA 奨学基金協賛者一覧 

2026 年 3 月末現在 

年会費納入者 38 口 （76,000 円） 
奨学金納入者 40 口 （880,727 円） 

 
   

協賛者氏名 （敬称略 順不同）: 

 

青柳 昌宏 荒木 喬 石渡 淳一 

稲永 清敏 岡井 清士 小鍛治 繁 

岡村 定矩 小倉 暢之 小澤 博 

河本直紀 桂 文子 茅野 真一 

草間 芳樹 斉木 臣二 佐藤 泰介 

齋藤 友博 齋藤 文良 塩田 洋 

白鳥 令 杉浦 和朗 関谷 透 

平 孝臣 滝沢 英夫 田中 晋 

玉井 俊紀 出来尾 格 土井 恒成 

時枝 正 長澤 泰 難波 光義 

西田 宏子 長谷川 高宏 平田富夫 

船曳 建夫 三浦 省五 横山 俊夫 

山下 博 山下純宏 
 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 出身校/所属 留学先 分野 

堤 万里子 立教大学 

The London School of 

Economics and Political 

Science 

国際開発および人道支援 

布施谷 千桜 お茶の水女子大学 Imperial College London 交通学およびデータサイエンス 

森山 ヒイロ CENIM-CSIC,Spain University of Oxford Materials and X-ray Physics 

谷口 隼人 東京大学 University College London 自然人類学 

久野 凌 Imperial College London Imperial College London 量子化学および物性物理学 
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2024年度 BCJA奨学金授与者からの近況報告 

 

****************************************** 
Scientific Physician としての留学と研究  
― King’s College London からの報告  

杉原 隆太 

 

■はじめに 

 私は 2024年 4月より、King’s College London の School 

of Cardiovascular and Metabolic Medicine & Sciences にて

研究を行っており、本報告書は留学開始から 2 年が経過

した 2026 年 4 月時点で執筆しています。このたびは、

2024 年度 BCJA 英国留学奨学金に採択いただき、審査

員の先生方をはじめ BCJA の皆様に心より御礼申し上げ

ます。 

 

■研究について 

 私の London での研究の背景として、哺乳類の心筋細

胞は出生後速やかに増殖能を失うため、心筋梗塞などの

虚血性障害後に失われた心筋が十分に再生されないと

いう問題があります。この再生不全は心不全の本質的な

原因の一つであり、心筋細胞の再増殖誘導は循環器領

域における重要な未解決課題とされています。 

私はこれまで日本において循環器内科医として研鑽を積

んだのち、Scientific Physician として心筋細胞死に関する

研究に従事し、一定の知見を得ることができましたが、創

薬や臨床応用へと展開するには多くの課題が残されてい

ることを実感しました。そこで英国留学に際し、これまでの

細胞死の知見を基盤として「再生・増殖」に研究の軸を移

し、心筋細胞の細胞周期再活性化を制御する分子ネット

ワークの同定を目的として研究を進めています。 

 まず、ユビキチン–プロテアソーム系（UPS）に着目しまし

た。細胞は再生・増殖を担う細胞周期を有していますが、

その進行は厳密に制御されています。この制御機構の一

つとして、タンパク質にユビキチンという目印のようなもの

を付加し、プロテアソームによって分解する仕組みが存

在します。この一連の流れである UPS は、細胞増殖を調

節する重要な機構として機能しています。 

 本研究では、UPS 関連遺伝子約 600 種類を対象とした

siRNA ハイスループットスクリーニングを実施し、心筋細

胞増殖に関与する分子の網羅的探索を行いました。その

結果、E3ユビキチンリガーゼであるTRIM35を抑制するこ

とで、DNA 合成の促進、細胞周期関連因子の活性化、さ

らには心筋細胞の増殖亢進が認められることを見出しま

した。現在は、TRIM35 の基質タンパク質の同定を、追加

のオミクス解析を行う事で同定し、細胞周期制御因子との

関連を含めた分子機構の解明を進めています。 

 今後は、 in vivo 心筋梗塞モデルを用いた検証や、

TRIM35 抑制による心筋細胞の再増殖効果の評価、さら

には将来的に創薬標的としての可能性の検討を進めて

いく予定です。本研究は、心筋再生を制御する分子基盤

の解明を通じて、将来的に心不全に対する新規治療戦

略へとつながることが期待されます。 

 

 

夏の Londonの公園の風景 

芝生の上で思い思いの時間を過ごされている 

 

 

■研究室での生活とコミュニケーション 

 私の所属する研究室は、イタリア人の Mauro Giacca 教

授が主宰しており、イタリア人の Postdocや PhD学生が多

く在籍しています。私が在籍中にもメンバーは増え、現在

30 名程度の所謂 Big lab であります。 

 この研究室で特徴的なのは、昼食を皆で集まってとる文

化です。昼になると自然に人が集まり、会話をしながら食

事をとり、食後には espresso を飲みながら雑談の時間が

続きます。こうした時間が日常の一部として完全に定着し

ており、研究と同様に重要な役割を果たしています。 

留学当初は、この会話の輪に入ること自体が難しく、内

容を聴くだけで精一杯でした。しかし 1 年が経過した頃か

ら徐々に雑談に加われるようになり、「会話の流れについ

ていく」段階に到達しました。そして 2 年が経過した現在
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では、自然に会話に入ることが少しずつできるようになっ

てきました。 

この変化は非常に大きく、単なる語学力の向上にとどま

らず、自分を知ってもらう機会となり、また完璧でなくても

積極的に発言する姿勢といった文化的側面への適応が

重要であることを実感しました。実験で困った際にも、

advice がスムーズに得られるようになっています。 

 また印象的だったのは、こうした雑談の中に研究のヒン

トが多く含まれている点です。形式的な meeting では生ま

れにくいアイデアが、coffee を片手にした何気ない

conversation の中から生まれることも少なくなく、雑談その

ものが研究活動の重要な一部であると感じるようになりま

した。 

 一方で、日本では新型コロナウイルス感染症の影響も

あり、現在でも黙食や個食といった習慣が残っている医

療機関や大学も少なくありません。しかし、日常的な会話

の中にこそ新たな発想や重要な示唆が含まれていること

を、本留学を通じて強く実感しました。今後もこうしたコミュ

ニケーションの価値を意識しながら、研究に取り組んでい

きたいと考えています。 

 

■London での生活 
 London での生活は、研究と同様に多くの刺激に満ちた

ものです。まず天候についてですが、Londonは非常に変

わりやすく、「1 日の中に四季がある」と言われる通り、短

時間で天候が移り変わります。イメージ通りの曇天や雨の

日も多いです。ただし日本のような強い雨は少なく、霧雨

のような軽い雨が多いため、現地の人は傘を使わずコー

トのフードなどでやり過ごすことが一般的です。私も次第

に慣れ、多少の雨では気にせず歩くようになりました。 

 London は緯度が北海道よりも高いですが、積雪するこ

とはありません。緯度が高いため日照時間が一年間で大

幅に異なります。冬は 16 時頃には暗くなり、研究が終わ

る頃にはすでに夜という生活になります。日照時間の短さ

は想像以上に身体への影響が大きく、実験の失敗率の

増加や、気分が沈みやすくなることから、人間がいかに日

光に依存した生物であるかを実感しました。一方で夏は

21 時過ぎまで明るく、晴天時には雲一つない日々が続き

ます。それでいて湿度は低く気温も 30 度には達しないた

め大変過ごしやすく、気分も高揚いたします。夏のパブは

人がごった返しとなり、同じ街でも季節によって風景や

人々の気分も全く異なる表情を見せるのが印象的です。 

 通勤では London Underground を利用しています。世

界最古の地下鉄であるため、路線によっては非常に古い

駅や車両も多く、「歴史の上に都市が積み重なっている」

ことを日々実感します。Tubeとも呼ばれ、車両も蒲鉾型で

狭く乗り心地は良いとは言えず、線路と車輪が擦れる音

は耳が痛くなり耐え難い時もあります。遅延や運休も少な

くありませんし、乗降口のドアに挟まれる方を頻繁に見か

け安全性を疑います。ただ、ロンドン中心部では、2－3分

に 1本の運航で、大阪環状線よりも多いと感じられ非常に

利便性が高く、通勤時間帯には満員となり、市民の足とし

て非常に有効な役割を果たしています。欠点や不満も含

めてロンドンの日常の一部として受け入れられている印

象です。 

 また、London 市内で印象的なのは公園の存在です。

London の公園の多くは、かつて王侯貴族が所有してい

た広大な土地が市民に開放されたものです。例えば、

Hyde Park は 16 世紀に Henry VIII によって狩猟場とし

て利用されていた土地が 17 世紀に一般公開されたもの

であり、また Regent's Park も王室所有地として整備され

た後に 19 世紀に市民へ開放された歴史を持ちます。こう

した背景から、公園は非常に広大で、都市の中に大きな

余白のような空間を形成しています。晴れた日には多くの

人々が芝生の上で思い思いの時間を過ごしており、日光

浴をしながら読書をしたり、寝転んで何もせず過ごしたり、

ボール遊びやピクニックを楽しんだりする光景が日常的

に見られます。特に印象的だったのは、大人が主体的に

こうした時間を楽しんでいる点であり、「何もしない時間」

を積極的に価値あるものとして捉えている文化を感じまし

た。また、広大な公園に近い立地は家賃にも反映されて

おり、景観や自然環境が生活の質として重視されている

ことも理解できました。 

 

 

観光地 Bath、2000年前の Rome時代の大衆浴場が現在も保

存され世界遺産に登録されている 

 

 週末には時間を見つけて英国各地を訪れるようにして

いました。Stonehenge や Bath、さらに Tower of London、

Windsor Castle、Science Museum そして Canary Wharf 

などを実際に訪れることで、英国の歴史が先史時代から

ローマ帝国、中世王政、産業革命、大英帝国、そして現

代の金融都市へと連続していることを、教科書的な知識
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ではなく、実感として理解することができました。とりわけ

Bath では、ローマ時代の浴場遺構が現在の街並みと違

和感なく共存している様子に強い印象を受け、歴史が単

に保存されているのではなく、現在の生活の中に溶け込

んでいることを実感しました。一方で Canary Wharf では、

かつて大英帝国の貿易を支えた港湾地域が、現在では

高層ビル群が立ち並ぶ金融センターへと変貌しており、

同じ場所が時代とともに全く異なる役割を担ってきたこと

に、歴史のダイナミズムを強く感じました。こうした経験を

通じて、英国という国が長い時間の連続の中で形作られ

てきたことを、より立体的に理解することができました。 

 食文化については、「イギリスの食事はまずい」という印

象を持たれることが多いですが、実際に生活してみるとそ

の印象は大きく変わりました。確かに fish and chip は非常

に有名ですが、これは 19 世紀の産業革命期に成立した

料理であり、長時間労働の中で簡便に調理でき、安価だ

が高カロリーで効率よく栄養（脂質と蛋白質）を摂取できる

合理的な食事として普及したものです。また、北海から魚

を短時間で輸送できる流通網の発達も背景にあります。

伝統料理としての歴史は浅く、イギリスの食文化の理解と

してはやや単純化されている印象があります。一方で、伝

統料理として、Sunday roast、shepherd’s pie、steak and 

ale pie、さらには beef Wellington などの料理はあります。

牧畜に適した気候と土壌や、調理の熱源に暖炉が用いら

れ長時間の煮込みが効率的で、食材を余すことなく摂取

可能となる点で合理的です。これらは手間と時間をかけ

て調理され非常に美味で、むしろ家庭料理としての完成

度の高さを感じました。また移民の多い都市であるため、

アフリカ料理や東ヨーロッパ料理など多様な食文化に触

れる機会にも恵まれました。 

 

Sunday roast 

どの食材もソースとの相性が良く非常に美味しいです。

中世の 12～15世紀に発祥したと考えられています。 

 週末は Premier League の試合をチェックすることに忙

しく過ごしました。私は Brentford F.C.というチームを贔屓

にしており観戦に出かけることが多くありました。スタジア

ムでは、高齢の女性サポーターも含め、幅広い世代の

人々が熱心に応援し、時には激しくブーイングしている姿

が見られました。これは日本の Jリーグではあまり見られな

い光景であり、フットボールが単なるスポーツではなく、生

活に根付いた文化であることを強く感じました。 もともとフ

ットボールは上流階級によりルールが整備され、フットボ

ール協会が作られました。ただ、観客の中には、必ずしも

整った身なりとは言えない方も多く見られ、フットボールが

歴史的に労働者階級と結びついて発展してきたことを実

感しました。ビール摂取による酔客が選手や審判を直接

罵る姿は、まさに日頃のストレスや鬱憤を晴らすようで、非

常に見ごたえがあります。私も地域の社会人チームに所

属し日々のストレスを晴らしています。地域や階層を超え

て共有されるこの文化は、イングランド社会を理解する上

で非常に重要な要素であると感じました。 

 

 

左：Brentford F.C. vs Brighton. 22番が三苫薫選手 

右：Brentford F.C. vs Wolves. 試合開始前の雰囲気 

 

■まとめ 
 この 2 年間の留学を通じて、研究面のみならず、コミュ

ニケーション能力や文化理解の面でも大きな成長を実感

しています。特に、会話を通じて研究が発展する環境、

多様な文化の中での生活、そして歴史と現代が共存する

都市での経験は、日本では得難いものでした。 

今しばらく留学期間は継続となり、今後は研究成果をさら

に発展させる予定です。その後は、本留学で得た知見を

日本へ還元し、心血管再生医療の発展に貢献していきた

いと考えております。最後に、このような貴重な機会をご

提供くださった BCJA 関係者の皆様に、心より感謝申し上

げます。 
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****************************************** 
ロンドンから考える住宅問題の経済学 

金山 友喜 

 

■はじめに 

このたびは、BCJA 英国留学奨学金に採択いただき、

誠にありがとうございました。ご支援いただいた会員の皆

様に、心より御礼申し上げます。私は 2024 年秋より、ロン

ドン・スクール・オブ・エコノミクス（LSE）の博士課程に在籍

し、都市経済学・住宅経済学の研究に取り組んでいます。

本稿では、現在の研究内容および今後の展望について

ご報告申し上げます。 

LSE は経済学分野で QS 世界ランキング上位に位置し、

都市経済学の世界的な研究拠点の一つでもあります。私

の指導教員である Christian Hilber 教授は、住宅経済学

の第一人者であり、副指導教員の Felipe Carozzi 准教授

も都市再生や土地利用に関する研究で世界的に高い評

価を受けています。このような世界最高水準の環境で研

究を進められることを、大変光栄に思っています。 

 

■研究内容 

ロンドンに来て強く感じるのは、住宅問題が英国で非

常に切実な社会課題であるということです。グリーンベル

ト政策や予見可能性の低い開発許可制度によって新規

供給が長期にわたって抑制されてきた結果、ロンドンの

住宅価格は世界的にみても高い水準に達しており、住宅

問題は政治的にも重要な論点になっています。日本でも、

東京をはじめとする主要都市で住宅価格の高騰が続い

ており、良質な住まいを確保することは両国共通の政策

課題となっています。こうしたロンドンと東京に共通する問

題意識を出発点に、私の研究では「住宅供給の制約」と

「暮らしの豊かさ」を経済学的に解明することをテーマとし

ています。 

これまでの研究では、専ら日本のデータを用いて分析

をしてまいりました。なぜ、ロンドンにいながら日本を対象

として研究するのか、と思われるかもしれません。その理

由の一つは、住宅や土地に関して非常にユニークなデ

ータへのアクセスが可能である点にあります。例えば、地

方公共団体が独自に実施した空き家の現地調査から得

られたデータや、土地の形状に関する精緻な筆界データ

など、他国ではなかなか入手できない有用なデータが存

在します。経済学的に重要な問いを立て、それを精緻な

手法で検証するためには、データの質が非常に重要で

す。LSE で世界最先端の研究テーマ・手法に対する知見

を深めながら、日本の優れたデータを活用することで、国

際的な都市経済学の議論に貢献できる研究が可能にな

ると考えています。 

もう一つの理由は、日本特有の社会的背景が、国際的

に重要な問いを解明するための理想的な「実験場」を提

供してくれる場合がある点です。例えば、日本では急速

な高齢化を背景に、親から子へと相続された住宅がその

まま放置されるケースが増加しています。相続による空き

家は、経済的な苦境や地域の衰退とは無関係に生まれ

る現象であるため、空き家そのものが近隣にどのような影

響を与えるかを純粋に取り出して分析することができます。

また、空き地の開発されやすさを分析する際にも、日本は

開発規制が緩やかで地域内の経済格差も小さいため、

「なぜこの土地は開発されないのか」という問いに対して、

規制や経済状況といった余計なノイズを排して、土地そ

のものの属性に注目した分析が可能です。 

 

 

バルセロナでの発表風景 

 

以下で紹介する二つの研究は、いずれも世界の都市

で関心が高まっているトピックを、日本のデータを用いて

経済学的に掘り下げたものです。 

 

廃屋はなぜ生まれ、近隣にどう影響するか 

一つ目は、東京都心を舞台に、放置された空き家の発

生メカニズムとその近隣への影響を実証した研究です。

需要が旺盛な都市においても空き家が存在するという逆

説的な現象は、ロンドンや東京など世界の主要都市に共

通する問題です。 

本研究では、まず「なぜ需要旺盛な都市に空き家が存

在するのか」という問いに取り組みました。そのひとつの

答えとして注目したのが、将来の都市再生への「期待」で

す。将来、街が生まれ変わって地価が上がりそうだとわか
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っていれば、「今すぐ建て替えて貸すよりも、もう少し待っ

てから高く貸したほうが得だ」と考える所有者が増え、結

果として空き家が長期化してしまうというメカニズムです。

東京都心における幹線道路計画のデータを活用し、この

メカニズムを実証しました。さらに、空き家が存在するとき、

景観の悪化や治安・火災に対する懸念を通して、周辺の

居住満足度が低下することも考えられます。これについて

も、同じ幹線道路計画のデータを活用することで、これま

での研究では十分に実証されてこなかった因果関係を示

すことができました。空き家が周辺の住環境に与える悪影

響を因果推論した研究は世界的にも珍しく、日本ならで

はのデータと分析手法を組み合わせることで実現できた

成果です。 

 

この論文について、パリ・スクール・オブ・エコノミクス

（2025 年 4 月）、ケンブリッジ大学（同年 5 月）、レディング

大学（同年 6 月）、バルセロナでの米国不動産・都市経済

学会（同年 7 月）といった場で研究発表を行いました。こ

れらの場で受けた指摘や助言を踏まえて、現在は論文と

してまとまりつつあり、近日中に LSE のディスカッション・

ペーパーとして公開予定です。 

 

土地の「形」と住宅供給の関係 

二つ目は、土地の「形」に着目した研究です。都市で

は整形地から順に開発が進む一方、三角形や旗竿形な

どの不整形地が長期にわたって未利用のまま残される傾

向があります。アメリカでは住宅不足を背景として、不整

形地にも住宅建設を可能にする規制緩和の検討が広が

っており、土地形状と住宅供給の関係は国際的にも注目

されつつある新しいテーマです。 

しかしながら、土地の形状と開発されやすさの関係を

経済学的に分析した研究はこれまでほとんど存在しませ

んでした。本研究では、東京圏の中核都市の詳細な空き

地データを用いて分析したところ、不整形地ほど長期間

にわたって空き地のまま放置されやすく、また所有者が

売りに出す確率も低いことが明らかになりました。本来で

あれば、買い手がつきにくい不整形地であっても、所有

者が価格を十分に下げれば売却できるはずです。しかし

実際にはそうした価格調整が起きにくく、不整形地が長

期間にわたって空き地のまま残ってしまっているのだと考

えています。この結果は、不整形地の開発を促すために

は規制を緩めるだけでは十分でなく、売り手と買い手の

マッチングを助けるような政策的工夫が必要だということ

を示唆しています。 

この研究について、立命館大学（2026 年 4 月）で研究

発表を実施し、今後、レディング大学（同年 6 月）とメデジ

ンでの米国不動産・都市経済学会（同年 7 月）でも発表を

予定しております。  

 

 

■今後の展望 

 これらの研究に加え、今後は指導教員と共著で、英国

の土地利用規制が住宅規模や居住者の生活の質・健康

状態に与える因果効果を推定する研究にも着手していま

す。そのキックオフ・ミーティングを兼ねて、先日はスイス

で研究合宿を行いました。また、この枠組みを応用し、日

本の放置空き家が住宅供給の妨げになり、住宅価格や

住宅規模に影響していることを示す研究にも取り組んで

います。 

 空き家・不整形地・土地利用規制という三つの供給制約

を日英の視点から分析することで、世界各国に共通する

「円滑な住宅供給」や「豊かな生活」という政策課題に対し

て、学術的貢献ができると考えています。 

 

 

スイスでの研究合宿 

 

■おわりに 

LSE には世界各地からトップレベルの研究者・学生が

集まり、週に複数回開催されるセミナー等を通じた知的交

流が日常的に行われています。指導教員や著名な研究

者と近距離で議論できる環境は、非常に恵まれたもので

す。ロンドンは物価が高く、「手頃な価格の住宅確保」とい

う研究テーマは日常生活と皮肉なほど直結していますが、

世界中の研究者・学生が集まるこの都市ならではの多様

性と活気が、毎日の原動力になっています。 

このような充実した研究生活を送ることができるのも、ひ

とえに BCJA 会員の皆様のご支援のお陰です。頂いた奨

学金は経済的な支えであると同時に、研究継続の大きな

励みになっています。住まいと暮らしの向上に貢献できる

研究者として成長できるよう、これからも精進してまいりま

す。改めて、心より御礼申し上げます。 
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**************************************** 
ロンドン自然史博物館での研究生活を振り返って 

石田 美月 

 

■はじめに 

私は、2024 年 3 月から 2026 年 3 月までの 2 年間、ロ

ンドンの自然史博物館（Natural History Museum）に、日

本学術振興会海外特別研究員として派遣され、客員ポス

トドクトラル研究員として研究に従事いたしました。2024年

度に、名誉ある BCJA 奨学生として採択いただきましたこ

と、心より感謝申し上げます。当時は、進行する円安やイ

ンフレの影響に加え、任期付き研究者という立場から将

来への不安も抱えており、そのような状況の中でご支援を

いただけたことは、経済的な助けであると同時に、研究活

動に取り組む上で大きな励みとなりました。 

 

■海外特別研究員について 

 日本学術振興会の海外特別研究員制度は日本の学

術研究の国際競争力強化を目的とした制度の一つであり、

博士号取得後の若手研究者が、自身が選んだ海外の大

学・研究機関において自身の研究課題に最大 2 年間取り

組むことができるフェローシップ制度です。海外特別研究

員制度は若手研究者にとって登竜門として広く知られる重

要な制度である一方で、海外の同種のフェローシップと比

較すると、いくつかの課題もあることが指摘されています。

引っ越し費用やビザ取得費用への支援がないことに加え、

受入機関側へ配分される研究費・間接経費・ベンチフィー

等も設けられていないため、近年の物価高騰や移民政策

の変化の影響を受け、私自身も含め、派遣研究者が不利

な状況に置かれる場面も少なくありません。また、海外に滞

在しながら応募可能な日本国内の研究助成は限られてい

るため、そのような中で英国留学を対象に広く門戸を開い

てくださっている BCJA 奨学金の取り組みは、海外で研究

を続ける若手研究者にとって大変ありがたい支援であると

感じています。 

 

■自然史博物館にポスドクとして滞在する 

ロンドンのサウスケンジントンに位置する自然史博物館

は、大英博物館と入場者数首位を争う、英国を代表する

博物館の一つです。館内では恐竜化石や鉱物、動植物

標本など、地球と生命の歴史に関する膨大なコレクション

が展示されており、一般来館者に向けた教育・普及活動

も積極的に行われています。また、世界最大級の自然史

標本コレクションを有する研究機関として、多様な分野の

研究者が生物進化や地球科学に関する研究を進めてい

ます。 

私自身は、もともと博物館そのものに特別な憧れを抱

いていたわけではなく、単に指導を受けたいと考えてい

た研究者が自然史博物館に所属していたことから、同館

でポスドク研究員として研究を行うことになりました。しかし、

「ロンドン自然史博物館に所属している」と話すと、多くの

方から羨ましいと言っていただいたり、所属先をすぐ覚え

ていただけたりすることも多く、その点では非常に恵まれ

た環境であったと感じています。 

また、一般来館者からは見えない「博物館の裏側」を知

ることができたのも興味深い経験でした。自然史博物館

の地下には、高解像度で試料イメージングが可能な自動

ステージ付き光学顕微鏡や電子顕微鏡に加え、元素分

析を行う電子プローブマイクロアナライザ（EPMA）や質量

分析装置など、多数の分析機器が整備されており、研究

試料の分析に活用させていただきました。 

さらに、自然史博物館はインペリアル・カレッジ・ロンド

ンにほぼ隣接していることもあり、研究プロジェクトごとに

多くの博士学生や若手研究者が出入りしていました。そ

のため、研究交流を通じて多くの友人や共同研究者に出

会うことができたことも、留学生活の大きな財産となりまし

た。 

一方で、自然史博物館が、理想と現実の狭間で揺れ

動く姿を垣間見る機会もありました。私はある種の特例と

して、外部資金によるポスドク研究員として受け入れてい

ただきましたが、滞在中に制度や運用方針が変更され、

今後は私のように海外から研究者を受け入れることが非

常に難しくなるという話も耳にしました。加えて、歴史ある

建物ゆえに施設の老朽化も深刻で、水漏れや大雨による

浸水、エレベーターやエスカレーターの長期的な故障な

どが発生しており、それらへの対応費用も多くを寄付に頼

らざるを得ない状況にありました。こうした課題は、日本で

近年議論されている博物館の収益性や所蔵品管理の問

題とも通じる部分があると感じました。 

そのような中で印象的だったのが、自然史博物館と「ポ

ケモン生態図鑑」のコラボレーション企画です。館内では

期間限定のポップアップショップが開催され大変な人気

を集め、チケットやグッズは瞬く間に売り切れていました。

英国の代表的な博物館において日本発のコンテンツが

大きな注目を集めている様子を目の当たりにし、日本の

文化やコンテンツが世界で高く評価されていることに勇気

づけられる思いがしました。 

 

自然史博物館とポケモンのコラボグッズ 
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■ ロンドンでの金属鉱山研究 

私は、金属資源の探査を専門としています。世界人口

の増加や脱炭素技術の普及を背景に、金属資源の需要

は今後更なる増加が見込まれています。将来にわたる資

源の確保のためには、リサイクルに加え、探査による新た

な金属鉱床の発見を今後も継続していくことが不可欠で

す。鉱床探査の千件に一件と言われる成功率の低さや、

数年を要する探査工程の長さはこれまでも問題視されて

きましたが、近年は、探査投資に見合う規模の鉱床の発

見数が大幅に減少しており、危機的な状況にあるといえ

ます。 

 私が英国で従事していたのは、火山岩の化学分析に基

づき、金属鉱床の新たな探査手法の開発を目指す研究

です。一見すると非常に応用寄りの研究に聞こえますが、

実際には岩石を地質学・地球化学的手法によって詳細に

分析し、金属鉱床がどのようなプロセスで形成されるのか

を解明するという、基礎科学に近い側面の強い研究でし

た。研究対象として日本の金属鉱床を扱っていたため、

日本から数十キログラム単位の火山岩試料を英国へ郵送

し、それらを粉末化したり、薄片として加工したりしながら、

観察・化学分析を進めました。研究成果のうち、南西北海

道の鉛・亜鉛・インジウム鉱床である、豊羽鉱床に関する

成果は、すでに論文として出版されています。 

 

Ishida, M. et al. (2025). Large-scale polymetallic 

mineralization driven by long-lived magmatic-

hydrothermal activity and subducted sediment influx: A 

case study from Toyoha, NE Japan. Journal of 

Geochemical Exploration, 107887.  

https://doi.org/10.1016/j.gexplo.2025.107887 

 

 こちらの論文の内容は、世界でも有数のインジウム鉱床

として知られる豊羽鉱床の形成には「海山の沈み込み」が

重要な役割を果たしていたのではないかというものです。

また、その他の成果についても現在順次論文化を進めて

います。 

論文出版過程で特筆すべき点としては、博物館をはじ

めとする英国の多くの研究機関が出版社と包括契約を結

び、所属研究者が追加費用なしでオープンアクセス出版

を行える仕組みを整えていたことが挙げられます。私自

身もこの制度に大いに助けられたため、日本の研究機関

においても、研究成果を広く発信しやすい環境整備がさ

らに進むことを願っています。 

 もともと私がロンドンで研究してみたいと考えた理由の

一つは、ロンドンには多国籍の資源開発企業の本社や主

要オフィスが集積している点にありました。実際に滞在中

は、金属資源関連のネットワーキングイベントに参加した

り、探査プロジェクトへの出資判断に関わる鉱山会社の

方々と意見交換をしたりという、日本では非常に得難い機

会を得ることができました（写真②）。また、当初私を受け

入れてくださった研究者自身も、その後鉱山会社のコン

サルタントへ転身しており、研究と実務の距離の近さを強

く実感しました。こうした経験を通じて、研究成果をどのよ

うに実社会へ結びつけるかについても、多くを学ぶことが

できました。 

 

■ 学会若手名誉講師賞の受賞 

また、英国滞在中には、英国およびアイルランドの鉱

床学コミュニティである Mineral Deposit Studies Group よ

り 、 2025 年 度 の 「 MDSG Early Career Researcher 

Distinguished Lecturer Award」（若手名誉講師賞）を受賞

するという、大変光栄な機会にも恵まれました。この賞の

受賞者は、1 年間にわたり英国およびアイルランド各地の

大学・研究機関を訪問し、自身の研究について講演を行

うことができます。 

 

金属資源業界の女性の交流イベントに参加 

 

実際に、学会や関連イベントでの招待講演に加え、8

つの大学・研究機関を訪問してセミナー講演を行う機会

をいただきました。特に印象的だったのは、日本の大学

ではあまり馴染みのなかった、1 時間程度にわたって研

究内容を背景から丁寧に紹介する「セミナー形式」の講

演文化です。単なる研究紹介にとどまらず、研究の背景

や、ストーリー性を重視するスタイルは非常に勉強になり

ました。 

日本にいると、「日本の大学は海外の大学に比べて劣

っている」といった論調を耳にする機会が少なくありませ

ん。しかし、実際に英国各地の大学を訪問してみると、英

国にもまた多くの困難や課題が存在していることを実感し

https://doi.org/10.1016/j.gexplo.2025.107887
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ました。たとえば、若手研究者を取り巻く雇用環境は日本

以上に厳しい場合もあり、短期契約や不安定なポジショ

ンの中で研究を続けている研究者が数多くいました。また、

ある大学では、突然通告された学部廃止の方針に対し、

学生と教員が一丸となって抗議活動を行っている場面に

も遭遇しました。こうした経験を通じて、研究や高等教育

を取り巻く問題は日本特有のものではなく、世界各国が

それぞれ異なる形で困難を抱えていることを強く感じまし

た。 

 

■おわりに 

 海外特別研究員としての任期を終えて帰国後、2026 年

4 月より北海道大学大学院工学研究院環境循環システム

部門に助教として着任いたしました。英国での研究生活

を通じて、学生教育を重視し、個々の自由な発想やボト

ムアップ型の議論から新たな発見を生み出していく、日

本の大学ならではの強みを改めて実感しました。そのよう

な環境づくりに自分自身も携わりたいと考えていた中で、

助教として着任する機会をいただきました。着任後は、学

生さんたちから英国での研究生活や大学文化について

多くの質問を受けており、自身の経験が少しでも新しい

視点や刺激として役立っていれば嬉しく感じています。今

後は、英国で得た経験や国際的なネットワークを活かしな

がら、研究・教育の両面で貢献していきたいと考えていま

す。奨学金によるご支援への感謝を忘れず、今後も教

育・研究に真摯に取り組み、成果を通じて少しでも恩返し

ができるよう努めてまいります。 

 

 
名誉講師賞受賞者として、 

ロンドンの高校生・大学生の前で講演 

 

 

 

 

 

 

2025 年度 BCJA 会計決算報告書 

（2024.11.1～2025.10.31） 
 
（一般の部）                            
収入の部                                                                                    

科     目 金     額 
前年度繰越金 80,062 円 

年会費＠2,000×38          76,000 円 
合     計 156,062 円 

 
支出の部 

科     目 金     額 
ニューズレター 16,159 円 

発送費 6,050 円 
アルバイト 0 円 
文具等 0 円 

Web 更新費 29,457 円 
合     計 円 

 
2023 年 10 月 31 日現在の資産状況 

次期繰越 (a) 156,062 円 
 
（BCJA 奨学基金の部） 
収入の部                                                                                    

科     目 金     額 
前年度繰越金 156,062 円 
寄付金 38 名 880,727 円 

合     計 (b) 1,036,789 円 
 

支出の部 
科     目 金     額 

奨学金＠150,000×5 人 750,000 円 
振込手数料 0 円 
小計 (c) 750,000 円 

 
2025 年 10 月 31 日現在の資産状況 

次期繰越 (b-c)) 286,789 円 
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BCJA ホームページについて                        

ホームページ担当 
 

BCJA のホームページ http://www.bcja.net/では、過去

のニューズレター閲覧、BCJA英国留学奨学金、BCJA活

動状況、メンバー向け案内などがご覧になれます。幅広く

有益な情報を提供できるサイトにするため、どうぞ皆さま

からのご意見、ご希望をお寄せ下さい 
 
 

2026 年度 BCJA 奨学基金趣意書             

2026 年 6 月 1 日 

          BCJA 会長 斉木 臣二 

BCJA 奨学基金は、2000 年より BCJA 会員の有志の皆

さまからの寄付金を基盤として、英国留学生の支援活動

を着実に進めてきております。昨年度は、4 名の留学希

望者に対して、奨学金を授与することができました。 
今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学基金へ

のご寄付をお願い申し上げます。 
 

記 
一口 5,000 円 二口以上でお願い申し上げます。同

封の郵便振込用紙に、振込額、住所、氏名をご記入の上、

下記口座宛にお近くの郵便局でお手続きいただければ

幸いです。 
ご寄附頂きました方々への領収書等の発行は特に致

しておりませんが、必要であればご連絡、或いはご寄附

の際に振込用紙にその旨、ご記載下さいますようお願い

申し上げます。  
尚、お礼状に関しては Newsletter にて代えさせて頂き

ますことをご理解下さい。 
 

BCJA 銀行口座のお知らせ 

金融機関名：ゆうちょ銀行 

金融機関コード：9900 

店番： 019 

店名：０一九店（ゼロイチキュウ店） 

科目： 当座 

口座番号： 0426794 

受取人名： BCJA ショウガクキキン 

 

振り込み先の名称にご注意ください！ 

振込先 ： ビーシージェイエー（BCJA） 

 

編集後記           

2026 年 6 月 10 日 

BCJA news letter 編集担当 澁谷 聡一 
（2019 年度 BCJA 奨学生） 

 
本年も news letter の編集を担当させていただきまし

た澁谷と申します。改めましてこのようなお仕事に携わ

る貴重な機会をいただきまして感謝申し上げます。 
私が 2022 年に英国より帰国し、はや 4 年が経ちまし

た。このあっという間の期間で世界情勢は大きく変化

し、テクノロジーは目まぐるしく進歩を続けています。自

分自身の専門分野に限らず、世界の流れ取り残されな

いように自分自身を update することの必要性を実感す

るとともに、自己の外から提供される情報の多さに

日々、圧倒されております。 
その一方、今回レポートをいただいた 3 名の奨学生

の研究のように心筋細胞の再生、住宅の需要と供給、

金属鉱床の形成過程といった自然科学における疑問は

AI には答えを出すことができず、人間の手作業による

研究の中に、『知の喜び』はまだまだ残されていると感じ

ました。AI の急速な進歩により、人間の存在価値とは何

か、と考えることが多くなりましたが、BCJA を通じて新た

な世代に一線を画した『知の喜び』を感じてもらう手助け

を続けていければと考えます。 
 引き続き皆様のご寄付を、何卒よろしくお願いいたし

ます。 
 

 


